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教 育 部 会 の お 知 ら せ （第33咽 ）

平 成30年3月23日 （金 ） 午 後1時 半 ～3時 半

参 議 院 議 員 会 館1階102会 議 室

千代 田区 永 田町2－1－1

◆ 国会 議 事 堂 前 駅 （丸 の 内線 ・千 代 田線 ）① 番 出 口 よ り下 車5分 、

永 田 町 駅 （有 楽 町 線 ・南 北 線 ） ① 番 出 口 よ り下 車2分 。 当 日、

午 後1時 よ り、 議 員 会 館 玄 関 に て 、 通 行 証 を差 し上 げ ます 。 時

刻 前 に到 着 され た方 は 、 恐 縮 で す が 、金 属探 知 機 通 過 後 、 受 付

脇 の ロ ビー にて お 待 ち くだ さい。 会 議 開始 後 にお 越 しの 方 は 、

受 付 に 「102会 議 室 に 行 き た い1旨 、 お伝 え下 され ば 、 お 迎

え に ま い りま す 。

議 題1、 最近 の高等教育 改革 について想 う

挨拶 若林 克彦部会 長 （国士舘 大学 元学 長）

2、 専 門職 大学の概 要 と特色

解説 若林克 彦部 会長

報 告 去 る2月22日 開 催 の 、 第338回 教 育 部 会 は 、若 林 克 彦 部 会

長 が 議 長 を務 め て 行 わ れ ま した 。 ま ず 、若 林 部 会 長 よ り、 「最 近

の 高 等 教 育 改 革 に つ い て 想 う」 と題 して 挨 拶 が あ りま した。 学 生

数5千 人 未 満 の 大 学 を対 象 と した 世 界 小 規 模 大 学 ラ ン キ ン グ が

発 表 され た 。 日本 か らは 、 東 京 医 科 歯 科 大 ・横 浜 市 大 ・東 京 海 洋

大 の3大 学 が 上 位 に入 っ た。 教 員 数 が学 生数 約4人 に1人 とい う

き め の 細 か い 指 導 が で き る こ とが 評 価 され た よ うだ。 専 門分 野 に

関 して は 、 マ ン ツ ー マ ン 指 導 とは い か な い ま で も 、細 か い 指 導 が

で きれ ば入 学 志 願 者 も増 加 して い く ので は な い だ ろ うか 。

次 に 、若 林 部 会 長 よ り、「人 口減 と私 立 大 学 そ の2」 につ い て解 説 が あ り

ま した 。 今 回 は 、 地 域 の進 学 需 要 と私 立 大 学 に つ い て の デ ー タ 、 私 立 大 学

の財 務 デ ー タ を基 に して い る。18歳 人 口の減 少 傾 向 は今 後 も続 く。 人 口

予 測 デ ー タ か らす れ ば 、10年 後 に は 首都 圏 以外 はす べ て 定 員 割 れ を起 こ

す で あ ろ う。 私 大 は学 費 の 安 い 国公 立 大 に比 べ て 下 げ幅 が 人 き い。 大 規 模

大 学 が 学 生 獲i得枠 を広 げれ ば 、 入 学 難 易 度 の低 い 小 規 模 大 学 か ら順 に潰 れ

て い く と考 え るの が 普 通 だ 。 しか し、 学 生 に学 習 習 慣 を つ け、 成 果 を 上 げ

れ ば優 良 大 学 と して 生 き残 る道 が あ る。 そ の地 方 に お け る雇 用 環 境 、 そ し

て 親 の 所 得 と もか か わ っ て く るが 、 学 生 に 出身 地 に 留 ま ろ う とす る動 きが

出れ ば 、下 げ止 ま る可 能 性 もあ る。さて 、人 口減 に よ っ て 大 学 が っ ぶ れ る、

と喧 伝 され て き た が 、 実 際 に 私 立 大 学 が破 綻 に追 い 込 まれ た 事 例 は こ こ1

0年 で20校 ほ ど。 財 政 破 綻 が 原 因 とい う事 例 も実 は少 な い 。 学 校 法 人 の

財 政 に 現 状 で は ま だ 余裕 が あ る とい うこ と と考 え られ る。 た だ 、 これ は4

年 制 大 学 に 限 っ た話 で あ り、20年 弱 で 短 大 は150校 ほ どが 廃 校 とな り、

今 後 も4年 制 大 学 へ の移 行 や 学部 へ の編 入 、 あ る い は廃 学 に な る短 大 は ま

だ 増 え る。 学 費 の値 上 げ は解 決 策 に な らな い。 志 願 者 減 に 直結 す る こ とに

な るか らだ。 研 究 経 費 の膨 張 も問題 だ が 、研 究 活 動 を低 下 させ るわ け に も

い か な い、 人 件 費 削 減 も理 解 が得 に くい 。 先般 、 大 学 の 期 限付 き 職 員 の雇

止 め が 問題 に な っ た が 、 教 員 が事 務 に忙 殺 され て 研 究 に 専 念 で きな い の も

困 る し、人 件 費 を上 げ るわ け に もい か な い 。 組 織 改 革 も も ち ろ ん だ が 、 大

学 間 の 統 合 も進 む 可 能性 は 大 い に あ る。 い ず れ に せ よ、 大 学 経 営 は 自助 努

力 と 自 己責 任 が 基 本 で あ る。

そ の 後 、一 同 にて 以 下 の 趣 旨 の意 見 交 換 が行 わ れ ま した 。 ○以 前 は経 営

面 に か か わ る マ イ ナ スデ ー タ は文 科 省 も あ ま り公 表 して こな か っ た が 、 近

年 は 大 学 経 営 改 善 を推 し進 め る 目的 だ ろ うか 、公 表 が進 め られ る よ うに な

っ て き た 。 ○ この デ ー タ が 出 た の は5年 ほ ど前 だ が 、 経 営環 境 は厳 し さを

増 して お り、現 在 は そ の よ うな 楽 観 的 な 見 通 しで は ない 。 報 道 で は数 校 の

私 立 大 が 経 営 破 綻 した とい う話 も聞 く。 等 々 の意 見 が 出 ま した 。

★資料 代 会員 は五 百円 に ご協力御願 い 申 し上 げます，

次 回 、3． 月23日 （金 ） の 教 育 部 会 に

御芳名

出 一 欠 （いずれ か に○ 印）

事務 局宛FAxO3－3507－8587

貴方様のFAX 電話

テロ対 策への警備 からの要請上 、会員 に限ります。非会員 で

参 加 希 望 者 は、2日 前 までに履 歴 書 をご提 出 下 さい。

（その場 合の 当 日会 費 は二千 円 とな ります）

当 日連絡 先080－8836－6203又 は080－9292－2620


